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   People affected by the Great East Japan Earthquake face severe problems in rebuilding their 
communities. In particular, Fukushima Prefecture is suffering challenges resulting from the 
nuclear plant accident and subsequent radiation damage. In order to  study methods of support 
by universities in the disaster zone, the author investigated the interest and activities in places 
affected by the Earthquake by students from universities in the Tokyo area. In Study One, 345 
university students were surveyed about their experiences of visiting the disaster area and their 
subsequent concerns. Results showed that the students who visited the disaster area were very 
interested in the area, its food and unique products, and in talking about the disaster area, 
compared to students who had not visited the disaster site. In Study Two, an examination was 
made on the effects on students before and after a lecture on community psychology related to 
the Great East Japan Earthquake. No significant differences were observed. In Study Three, the 
author reports on social support activities in Fukushima, Iwaki City aimed at rebuilding the 
community and discusses methods of community support and empowerment by universities and 
their students.
Keywords:  The Great East Japan Earthquake, university students, interest, Fukushima, 
community empowerment


























































































１年生 176 81 95
２年生 85 39 46
３年生 61 30 31







県名 Ｎ １回 ２回 ３回 ４回 ５回以上
岩手 32（37.6%） 27 2 1 2 0
宮城 52（61.1%） 43 4 2 0 1










因子名および質問文 因子１ 因子２ 因子３
因子１：コミュニティ形成支援（α＝.961）
　復興まちづくりについて関心がある .831 .185 .091
　被災地のコミュニティの形成に関心がある .787 .237 .213
　被災地での活動に関心がある .774 .284 .210
　原発事故地域から避難している人々に関心がある .766 .225 .136
　被災地の現状を見てみたい .760 .321 .076
　被災地のボランティアに行ってみたい .759 .244 .147
　復興まちづくりのお手伝いをしたい .752 .202 .213
　災害公営住宅（復興公営住宅）について関心がある .749 .143 .170
　自分にできることは何かを考えたい .741 .233 .232
　被災地のコミュニティに関心がある .724 .200 .242
　仮設住宅について関心がある .681 .210 .090
　被災地の人と知り合いになりたい .672 .245 .258
　被災地に関するニュースに関心がある .648 .224 .193
　被災地のことが気にかかる .629 .251 .303
　原発事故について関心がある .587 .193 .124
　原発事故地域に関心がある .584 .209 .237
因子２：食品、名産品（α＝.917）
　福島の食品を購入したい .214 .848 .125
　宮城の食品を買ってみたい .388 .783 .062
　福島の野菜・米を食べてみたい .178 .768 .235
　岩手の食品を食べてみたい .362 .765 .123
　被災地の名産品を購入したい .284 .689 .119
　福島の魚を食べてみたい .163 .688 .247
因子３：友達や家族との話題共有（α＝.874）
　友達と被災地について話をする .175 .140 .806
　友達と復興について話をする .199 .103 .795
　家族と復興について話をする .279 .215 .711
　家族と被災地について話をする .245 .202 .687
因子間相関 .468 .341
.228






訪問経験 N 平均値 標準偏差 t p
コミュニティ形成支援 なし群 232 57.7 12.9 −3.36 ＊＊
あり群  83 63.2 12.2
食品、名産品 なし群 237 19.5  5.3 −4.86 ＊＊
あり群  85 22.8  4.8
友達や家族との話題共有 なし群 236 10.5  3.9 −3.57 ＊＊



































































































































































































N 平均値 標準偏差 t p
コミュニティ形成支援 pre 67 56.4 11.9 −0.84 n.s.
post 74 58.2 13.5
食品、名産品 pre 69 19.1  4.6 −1.38 n.s.
post 76 20.3  5.2
友達や家族との話題共有 pre 69 10.5  3.6 　0.96 n.s.
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域に与える影響、行政とNPOそして住民とのコラボレーションの在り方などの課題が山積してい
る。
大学生にとって、被災地の現状を体感できるだけでなく、こうした支援ネットワークに直接携
わることで、社会的問題を解決するリーダーシップを養ったり、コミュニティ政策の立案者とな
るための視点を実践的に得られるであろう。
写真３　原発事故での長期避難者が入居する「県営下神白住宅」を見学する学生
立教大学コミュニティ福祉学部における、東日本大震災復興支援推進室の交流プログラムは、
こうした現地のニーズや課題に沿った伴走的支援をモットーとしている。このプログラムの立ち
上げの経緯については、森本ら（2013）（12）に詳しい。森本は、「被災地では３度コミュニティが
壊れる。地震で自分が住んでいたコミュニティが壊れ、避難所から仮設に行くときに壊れ、仮設
を出て行くときにまた壊れる。このダメージをどうやって少なくしていくか、どうやって早くコ
ミュニティらしきものを作っていくかが大事」とプログラムの課題を述べている。
さらに、災害公営住宅の住民の中には、現在造成されている高台が完成すれば２〜３年後には
移転して住宅を建設する人もいる。そうなれば、数年後には災害公営住宅から高台に転居する人
がいる一方で、災害公営住宅に新たな住民が入居するので、高台住宅地と災害公営住宅において
４度目のコミュニティ形成が行われることが見込まれている。
被災地では、このようにコミュニティの形成が繰り返し行われていることから、被災地を訪
問・交流するプログラムを実践する際には、学習や視察、体験談を聞くだけではなく、コミュニ
ティ形成支援と地域住民が自らの力を高めていけるようなコミュニティ・エンパワメント（安梅, 
2008）（11）の視点が欠かせないであろう。
学生はこの活動で、被災地のコミュニティ形成に少しでも寄与することを通じて、社会問題を
解決するコミュニティ・リーダーや政策立案者となるための視点や経験を実践的に得ることがで
きると思われる。そのためにも、大学をあげて学生を被災地に定期的に派遣するプログラムを続
けていく必要があろう。
今後、大学ができる被災地への復興支援は、顔の見える継続的な交流を続け、また会いに行き
たい、再会できて嬉しい、友達や家族と被災地について話したいという関係作りを通じて、支援
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者が主語となるボランティアから、被災地が主体となるコミュニティ・エンパワメントへの道程
を現地の関係機関との協働で作り上げることではないだろうか。
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